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　議長就任にあたり、ご挨拶を申し上げます。
　この度、５月の臨時議会において、議員の皆さんのご推挙により、歴史と伝統のある下條村議会
の議長に就任いたしました。まことに身に余る光栄であり、心から感謝申し上げるとともに、その
職責の重さに身が引き締まる思いです。もとより微力ではありますが、歴代の議長並びに議員各位
が築きあげてこられた、下條村議会の伝統をしっかりと受け継ぎ、村政の発展と議会の公正な運営
に全力で取り組んで参ります。
　下條村では、議会議員選挙は５期連続で無投票となり、今回は定数割れという残念な結果でした。
議会の活性化のために「議会だより」の発行や定例の「議員全体会議」を開催してきましたが、過
去３年間は拡大するコロナウイルス感染症の影響で、村の行事や地域活動は制限されてしまいまし
た。今年の５月８日からは、新型コロナもインフルエンザと同じ５類の扱いとなり、人の行き来も
増え、村の行事や地域活動も再開されてきています。
　今後は、リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の開通による高速交通網の整備により、人の流れ
が活発になり、交流人口が増加し、村の経済が活性化することが大いに期待されます。この事を大
きなチャンスと捉え、議会では今年度から改編された総務産建委員会と社会文教委員会の、ふたつ
の各常任委員会の活動をより一層充実させ、幅広い立場の村民の皆様からの意見をお聞きする機会
を持ち、毎月開催する「議員全体会議」で議論を深め、これからの村政に反映していきたいと考え
ています。
　私たち議員は、村民を代表する者として議会に出ている訳ですから、村民の皆さんが安全に安心
して暮らせる地域づくりや、福祉向上に取組み、この素晴らしい下條村の更なる発展のために努力
して参ります。
　村民の皆様のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ議長就任の挨拶とします。

　臨時議会におきまして議員の皆様の支持によりまして、副議長の要職に就任させて
いただく事になりました竹村宗次です。責任の重大さを痛感しているところです。今後は副議長と
しての職務を遂行すると共に議長の補佐役として村政の推進、議会の公正な運営に努めてまいりた
いと思っております。
　２年前に設置した議員全体会議を充実し、村が抱える、人口減少、少子高齢化、不登校など課題
の解決に努めてまいりたいと思います。臨時議会の村長の挨拶の中で、村が進める７つのプロジェ
クトについて、議会としても議員間で知恵を出し議論し村政に反映させていきたいと思います。今
年度は下條村の景色も変わってくると思います。第３の居場所の完成、粒良脇トンネルの完成、火
沢地区のリニア中央新幹線のトンネル工事の残土の埋め立ての準備工事が始まります。新型コロナ
ウイルス感染症も５類に移行となり、村、公民館が関わるイベント、事業には議員一同積極的に参
加し、村民の皆様の意見や知恵を聞き、下條村の発展と住民福祉の向上を目指し職責を全うする覚
悟でおります。皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げ就任の挨拶とさせていただきます。

議長あいさつ
串原稔博

副議長あいさつ
竹村宗次
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下條村議会議員一覧
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議長
総務産建委員
串原稔博

副議長
議会運営委員長
総務産建委員
社会文教委員
竹村宗次

総務産建副委員長
塩沢道雄

総務産建委員長
議会運営副委員長
田中兼次

社会文教副委員長
監査委員
福沢　敏

社会文教委員
熊谷利治

社会文教委員長
丸山浩子

総務産建委員
熊谷美和子 

社会文教委員
宮嶋成子
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　委員長に選任された田中兼次です。よろしくお願いします。
　新型コロナウイルスの分類が 5類へと引き下げられました。今後はメリハリのある感染
予防を行うなかで社会経済活動の復活が望まれるところです。　
　村の主力産業である農業や商工業、観光業の経営はコロナ禍、ウクライナ危機による物価高騰などで経
営不安が続いています。村と共に各関係団体と連携しながら諸懸案に対応し各産業の持続性と活性化に取
り組んで参ります。
　村は災害に強い村づくりとして、本年を村土強靭化元年として、今後 5年間で重点的かつ計画的に防災・
減災対策の推進を図ることとしています。下條村の安心安全な住環境を整え、終の棲家として選択しても
らえる村になる事が大切です。
　全国的な人口減少傾向はどこの自治体でも待った無しの課題です。村では今年からDXの推進として行
政サービスの向上の為「しもじょう S-Navi」の運用を開始しました。村民の皆様、お手持ちのスマートホ
ンにダウンロードして活用してみて下さい。今後も更に進化していくと思います。
　今後も村の各事業が予算に沿って適正に執行されているか検証、調査し委員会として積極的に村政に関
わって参る所存であります。

　社会文教委員長の初仕事は、社会福祉協議会の監査でした。多岐に亘る村民の
福祉に関する業務を隈なく遂行している報告を受け、こうした陰の力が村の福祉を支えて
くれていることを実感しました。
　この４月に、待望のグループホーム「北又の杜」がオープンしました。できるだけ低い負担で利用でき
るように、村独自の制度を設けています。入所者でなくても村の人たちにどんどん顔を出してほしいと、
お誘いがありました。温かい声が聞こえる場所になることを願っております。
　国では４月より「こども家庭庁」が発足しました。大人中心の国や社会の形を改め、こどもまんなかにして、
子どもの声をよく聞き、子どもの考えや意見を取り入れることを提唱しています。
　社会文教委員会では、この新しい機関の根幹となる「こども基本法」を学び、村の子どもたちが幸せに
生きられる施策を行政と共に進めていけるように、協議を重ねていきたいと考えます。
　B＆G財団の設置事業の採択を受け、開設のはこびとなった「こども第三の居場所」の建設が進められて
います。村では放課後児童クラブの延長の場所として、体験活動を通して大人に見守られて、子どもの生
活を豊かにしていくことを大事に考えています。学校でも家庭でもない第三の居場所として、本当に必要
な子どもにとって、居心地のよい拠り所となるよう共に知恵を絞りたいところです。
　介護、医療、子育てなどの福祉事業に、村民の皆さんの願いや思いが生かされるよう、検証、調査を進め、
安心して暮らせる村づくりに、委員会として邁進したいと思います。

総務産建委員長あいさつ 田中兼次

社会文教委員長として取り組むこと 丸山浩子
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